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緒 口

結核補艘結合反慮 二關 スル業績 ノ・Bordetund

Gengou(i}1}1來 古 今東 西二通 ジテ幾多 ノ貴重 ナ

ル業績 ノ輩 出 テ見 タルガ、近時鴻上博 士等 ノ研

究 ニ ョルSgUalo｡Tuberkulin{2)(S.T.)ノ 優 秀 ナ

ル抗元 ノ嚢表後逐 日其 ノ實i験的研究 ハ盆 ヒ盛 ナ

ラントシツ ・アリ｡然 シナガ ラ爾徽毒 癩 ・疾患

「ヂ フテ リー」等 二於 テハ遺憾 ナガラ多少 二拘 ラ

ズ類囑 的陽姓反慮 ラ呈 スル ン観 ア リ
｡

鴻 上博士等 ハ從束 ノ方式 ニ ヨル結核補禮結合反

磨 二於 テ炉・結核性抗 元 トシテ優秀 ナルモ ノ程徽

毒 二封 スル非特異性陽性反慮率 モ多 クナル事 ラ

實験的 二立謹 セ ラル、而 シテ ソノ鑑別法 トシテ、

S.T.菌 乾燥 粉末ニ ヨル結核性抗艦 ノ吸牧作 用

ヲ既二嚢表 セラ レタリ｡

更 二鴻上及 ビ余 ノ創案 セルS.T.菌 乾燥 粉末ニ

ヨリ血清 内抗罷 ラ吸牧 シ此 ノ感作抗 元 ノ ミヲ使

用 シ直 チニ補禮結合反慮 ヲ實施 スル事 テ企 テ、

先 二鴻上及川上(3}ガ之 テK.K｡R(Kogamiund
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KawakamischeReaktion)ト シ テ豫断的業績 ノ

ー端 ヲ公 表 セ リ
.其 ノ後余 ハ鴻 上博士指導 ノ下

轟本 問題 二關 シテ逐次 系統的 二實験 ヲ重 ネタル
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第一章 實験方法

第一一節 豫備試験

1溶 血 憤測 定 ・

溶面 系二於 テハ 山羊系 ヲ 使珊、余 ノ「ヘ モ リヂ

ン」ノ使用量 ハ重湯煎15分 聞 ノ「ヘ モ リヂ ン」償

第1表 溶 血 素 測 定

ノ3倍 テ探 ルv即 チ稀繹倍撒 トシテソ3テ探 リタ

リ｡ぐ 鴻上 氏等原著 二依 ル)

侮 同試験前 「ヘ モ リヂ ン」償測定 テ行 ヘ リ｡

ド

繭1麺 糊58匁1鷺 」2騰 ㏄
408酬8鳴 ㌦1681証

孟響 擁1・ ・細 ・・肱 〔
0.3cc

7… … 　 -0

.3ccO◎3cciO.3cc

、5倍蔽 艦 伽 旨調
孟

0.3cc 0｡3ccO.3㏄0◎3cc…

o
生理 的 食 顔 水10.6ccO.6㏄}0・6cc

一1

0.6㏄10｡6CClO.6cc
…一}一 　 …皿

内容振盛混和 響｡C重 湯煎15分 間

結 果,≡i≡i葦 ∫ ≡!十 柵一
、

ラ

II血球及ビ補艦

洗漁血球ニハ山羊テ使用シ、前 日探血繊維素 ヲ

貌離 シ氷室二貯藏 ス、試験時充分澱 條シ、之テ

0.85%ノ 生理的食盤水ニテ4%ノ 浮游 液 ヲ作

ル｡補 禮ニハ成熟 セル海猿5頭 ヨリ早朝心臓穿

刺ニテ探血 シ.血 清 テ分離後暗所二保存 シ試験

時毎同生理的食盤水ニテ15倍 トシテ使用ス｡

皿抗照吸牧用粉末乾燥菌

吸牧元ノ・S.T.菌 株 ヲ「グリセリンブイ査ン」二

5日 間培養囁氏100)30分 ～1時 間滅菌 シ菌艦

ヲ濾 過 シ、之テ蒸鯉水ニテ藪同洗ヒ乳鉢ニテ細

挫後蒸鱈水ニテ敷同違心沈澱 シ囁…氏90｡～120"

乾燥器 ニテ乾燥後再度細挫 シS・T・菌ヲ乾燥粉

末 トシテ乾燥器中二貯藏 ス｡

(A>乾 燥粉末菌使用量及 ビ稀繹度 トノ關係

乾燥粉末菌量二就 テハ稀繹度ニ ヨリ自家抑制 ヲ

、 示 サ ・つレ最大量乃至其 ノ孚量ヲ探ルモノトシテ

鴻上氏 ノ分離 セル異ナル攣異菌株(S.T.型 二屡

スルモノ)五株(重 田、荻原、小杉、伊藤、兎85號

掬 二就 テ各々實験 ヲ重 ネタル結果何 レノ菌株

二在 リテモ大同小異ニシテ乾燥粉末菌0.019

噂

「ヘ モ リヂ ン」使 用 量

G.D一 聖 一響 一2・・倍

600倍

(10mg)二 生 理 的食盤水2.Oecノ 割 二加 ヘテ乳獣

トシ タル モ ノテ0.05cc即 チ乾燥 菌量 トシテ、

0.25mg9使 用 セル場 合ノ・殆 ン ド自家抑制 テ示

サ"ル 事 ヲ認 メ タリ｡故 二大禮 二於 テS.T.乾

燥 菌粉末 ノ使 用量ノ・抗罷 吸牧後補艦結 合反慮 テ

行 フ目的5シ テノ・被検原 血満0.5乃 至1.0ごc

二封 シテ,0.25～0.125mg位 ヒニテ充分 ナ リ｡

一 同其 ノ使 用量 ヲ定 メ置 カバ爾後該量 ヲ直 チニ

本試験 二使用 シテ可 ナ リ.補 艦 ノ溶血系 二封 ス

ル「アビヂテ・一ト」ノ相 異 ニ ヨリ菌 ノ自家抑制度

二多少 ノ動揺 ラ認 ムルモ本試瞼 二際 シテハ封照

管 ト本試瞼管 トニ於 ケル溶血阻 止 ノ程度 ヲ比較

ス レバー 目瞭然 ニ シテ實験結果 ノ剃 定二苦 シム

ガ如 キ事 ナ シ｡

(B)乾 燥 粉末菌使用時 ノ注意

乾燥粉末 菌 ノ使用量定 マ レバ其 ノ量0.019(10

mg)乃 至0.029(20mg)ヲ 各 々小 試験管 中二秤

量 シデ豫 メ乾燥器 中二多撒 二保 存 シ、随 時使用

セバ便宜 ナ リ｡使 用時 ニハ被検 血清 ノ撒二慮 ジ

テ豫 メ其 ノ0.1ccガ 菌 紛末 ノ使用量'・"合適 スル

様生 理的食鞭水 ユテ乳剤 ラ調 製 ス｡乳 剤 ノ調製
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ハ小 量宛 ノ生理的食盤水 テ注 加 シツ ・可摩 二磨

細 スベ シ｡

IV被 験 血清及 ビ其 ノ使 用量

余ノ・原血清0｡5乃 至1.Occテ 使 用 シ比較實験 ラ

試 ミタルユ大罷 二於 テ其 ノ間 ニ アリテ陽性卒 二

著 シキ差等 ア リトハ認 メラ レザルモ抗罷少量 ナ

ル血清 ニ アリテハ稀 レニ0.5ccヲ 使 生 シタル場

合ノ・陰性 ニ シテ其 ノ1.Occヲ 使 用 シタル場合 ノ・

陽性 ヲ現 ノ・スガ如 キ事 アリ｡故 二極 メテ優秀 ナ

ル結果 ラ得 ン5セ バ非働原血清1.Oecヲ 使 用 ス

ル テ適常'ト♂思惟 ス｡

第二節 實験術式

先 ヅ小型試験管 ラ使 用 シ、其 レニ被検非働性血

清0.5乃 至1.Occテ 入 レ、次 二1.Occ生 理 的食

盛水 内二最大完全溶血 量 ノ十倍章 ヲ混 入乳剤 ト

セル吸牧元 「エムルヂ オン」ノ0.1ccヲ 加 へ37℃

重 湯煎 二4分 描 置 シ、其 ノ間2--3同 ヨ ク振盈

シ内容 ノ混和 テ計 ル｡然 ル後、所定時間後遽心

ee2000-3000同 ・・テ5分 乃至7分 聞遠心 沈 澱

シ試験管 ヲ倒 二把持 シテ2,寓 度輕 ク振舞 シテ

管壁 ノ血清 ノ・吸取紙 ニ テ除去即 チ血清 ヲ可及 的

第2表 本

二充分除 去 シ下 層沈 澱 物感 作吸 牧 元 ノミトナ

シ、之…生理的食盤水0,2ec(即 チ抗元 ノ自家抑

制 ラ示 サ ・"ル最大量 ノ2倍)ヲ 加 ヘ タル モ ノ ・

内容 テ良 ク「ピペット」ニテ混和 シ其 ノO.1ecヲ

取 リ出 シテ更 二其 ノモ ノテ倍撒稀繹法 二糠 リテ

感作抗元蓬減法 二從 ヅテ補膿結合反慮 ヲ行 フ、

故二本試験 二於 ケル第一試験管 内 ノ吸牧元量ハ

大艘最大完全溶血量 ノ牟量 二相當 ス｡

炉

試 験一
原 液2倍;4倍 溶血素封照乾燥菌封照

感 作 抗 逸O ・1ccO・ 竺 」O・1cc O.1cc

1｡05cc1.05㏄1.05cc1.05cc1.esce生 理 的 食 盤 水

0.15ccO.15c訓 「 ∬ 最「 「 τi5cc O.15cc15倍海 猿 補 髄

感 作 血 球 0.2cc

内容混和後37℃ 重湯煎30分 間

0.2㏄O.2cc 0.2cc 0.2ce

結 果

内容混和後37｡C重 湯煎15分 間

冊

二次系15分 後直 チニ試験判定テ ナシ試験管ハ

5本 テ使用ズ、然 シIVノ・乾燥菌粉末乳剤封照V

ハ溶血系統封照ナレバ是等ハ毎同全罷 テ通 ジテ

ーヅ宛併置スレバ可ナリ｡

1ノ ミ不溶血 ノ場合(十)弱 陽性

鉦マデ不溶血 ノ場合く升)中等陽性

皿マデ不溶血 ノ場合(柵)強 陽性

1ノ ミガ痕跡 ノ阻止二止マルモノ(士)疑陽牲

1ヨ リ皿マデ全部溶血作用テ琿 セル場合(一)陰

性 、 一

注意3時 トシテハ菌游封照轟輕度 ノ溶血阻止ヲ

認ムルコトアルモ斯カル場合ノ・封照管 ト本試験

管 ノ溶血阻止 ノ程度 ノ比較ニ ヨツテ容易二結果

ヲ判定 叱得ベ シ、被検血清内二抗匿含有 セザル

モノ即チ陰性血清ニアリテノ、菌游封照ヨリモ却

テ溶血度檜強 セラル ・場合多キテ認 ム、是 レノ、

恐 ラク非働性人血清ハ吸牧元 テ園続 シテ保護膠

質 ノ如キ駄態 ラナシ其 メ爲 メ轟菌艦 ノ現ノ、ス非

特異的自家抑制作用ヲ幾分阻止スルガ爲 メナリ

ト思惟 セラノレ｡撃

重湯煎45分 間後遠心沈澱Srヨ リ上透 血清ラ可

及的二捨テ去 リ沈渣二更二生理的食臨水テ注加

シテヨク混和 シタル後 ユ還心沈澱テ繰 リ返 ス時

ハ實際二於テノ・更ニー層被検血清 ガ完全二除去

セラレテ抗禮抗元 ノ結合セル「ヱツセンス」テ得

ラルベキデアルガ斯 カル操作ヲ施 シテ補盟結合
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反慮 ヲ試 ミル時 ハ事實 二於 テ健 康者 ユモ往 々陽

姓 ラ呈 シ來 ル コ トアeqJ｡此 ノ故 ハ恐 ラクS.T｡

乾燥 菌 二封 スル血清 ト輩 二生理的食監水 トノ間

二於 ケル影響 ガ相 異 スル爲 ナ リ ト惟 ノ・ル、即 チ

加熱 非働人血清 ヲ加 ヘ タルモ ノハ軍 二生理的食

盤永 テ加 ヘ テ重湯煎 二塵置 シタルモ ノニ比較 ス

レバS,T.菌 ノ自家抑 制作用 テ起 サ シムル コ ト

ヨ リ強大 ナル爲 メニ基 因 スルモ ノナ ラ ント思ハ

ル、故 ニ最 モ理論的 二謂 ヘバS.T.菌 二封 スル

影響 ガ加熱非働血清 ノソ レト同等 ナルガ如 キ溶

液 ヲ作 リテ菌封照 工使用 ス可 キモ ノナルモ斯 ク

ノ如 キ事 ハ實際 二於 テ甚 ダ至難 ノコ トナ リ｡何

ントナ レバ軍 二加熱非働血清 ト唱 フルモ被検者

各個 ノ間 二於 テモ多少 ノ相異 テ示 スモ ノニ シテ

此 ノ各個 ノ相 異二合適 スル ガ如 キ封照液 ラ使用

スル ガ如 キコ トノ、實際 問題 トシテノ、不可能 ナル

ガ故 ナ リ｡前 述 セル弊害 テ如何 二除去 ス可 キカ

ニ就 テノ・余ハ實験 ヲ重 ネタル結果感作 セシ メタ

ル抗原 ヨリ血清ヲ可及的ニー度取捨スルノミニ

テ充分簡輩二其 ノ目的テ達 シ得ルモノナルコト

ヲ認メタリ｡可 及的ニー度血清 ヲ取捨スルノミ

ニテハ菌龍 ヲ園続 シテ爾ホ多少 ノ血清成分 ノ遺

残セル歌態 ナルガ此 ノ僅微二 遺残セル血清ガ

S,T.菌 艦 ラ園続 シテ恰モ保護膠質 ノ如キ役目

ラ演 ジテ幾分 力菌罷二作用スル補禮 ノ結合ラ阻

止セントシテ溶血催進性 ノ作用 ガ現ハル.是 ト

反封 二菌艦ガ血清 ヨリ受 ケテ自家抑劇ヲ現ハス

程度力生理的食盤水 ノソレニ比較 シテ大ナルコ

ト即チ溶血阻止性 ノ作用 トガ相殺セラレテ大盟

結果二於テハ生理的食盤水二於 ケル封照ガ菌饅
二及ボス影響 ト殆 ンド同等 トナリ實際二使用 シ

テ全 ク支障ナキ良法ナル事 ヲ認 メタリ.

徽毒反癒:「 ワ」氏試験ハ鴻上博士等 ノ原著(結

核第14巻 第1號)ニ ヨ リ同時二 「マイニツク」

潤濁反癒(MMR,)ラ 併行セリ｡

第三節 實験 ニ關 スノレ注意事項

1被 検 血 清二就 テ

被検血清 二於 テハ囁i氏56度 ニ テ30分 重 湯煎 二

入 レ非働牲 トシテー夜氷室 二貯藏 ス｡上 記 ノ温

度 二於 テ加熱非働 テ行 ヘル血清 ノ・其 ノ直後 ニ ア

リテハ陽性結果 テ示 ス可 キ結核血溝 二於 テ往 々

陰性 二現 ハル ・事 ゲ リ｡郎 チ鴻上博士等 ノ實験

報告 ニ ヨ レバ早期結核(抗 竸 量微 量 ナル血清)二

於 テ加熱非働直 後陰性 テ示 シタル血清 テ無腐的

ニー週間氷室 二貯藏 シテ再試験 ヲ セルニ陽牲 ノ

結果 斗示 スニ到 ル モ ノ多 キ ヲ認 メ、其 ノ理 由

トシテ非働性直後 バー般 二正常 溶 血 性 嬰 介 禮

くPesch/l"ノ 作 用所 謂補 艦結合阻止物 質 「イ ン

ヒ ・・チ ン」(CalmetteuMassol,{5》Caulfeild.(6},

Perla{7」)乃 至補膣 第四成分(太 田、原 、 今堀{8))
　

一三澤、 今堀 〔9リナ ドノ影響 ラ蒙}ル コ ト多大 ナ ル

爲 メ ト」叉…面 二於 テハ血L清膠質 ノ分散度 ノ緊密

二過 ギル爲 メナ ラ ント報告 セラ レタ'リ｡「 ワ」氏

徽毒反癒 二於 テ 劫 嚥 非働後氷室 ニー定期間貯

蔵 スル コ トニ依 ツテ陽性度及比寧共 二塘 加 スル

コトアルハ既二先進諸家 ノ報 ズル塵 ナリ｡叉 補

器結合反慮 二加熱非働血清 括使用スルヨリモ静

置非働血清 テ使用 入ル方 ガ陽性卒多キ事モ、加

熱非働 ト静置非動間二於 ケル血清膠質分散度二

相異 アル事 ヲ如實二物語 ルモノナリ｡ト 思惟セ

ラル｡余 モ先二陰性二反懸セル血清 ヨリ實験的

二正常溶血素ヲ除去 シ其 ノ前後 ノ血清二就テ比

較實験 セル結果陽性度 ノ増加ヲ認 メタリ然ルニ

本試験ノ・血清テ殆 ンド除去セルモノナルガ故二

所謂補罷結合阻止物質乃至補艦第四成分、正常

溶血性愛介艦 ノ作用等 ノ影響 ハ殆 ンド悉 ク解潰

セラレタルニヨリ加熱非働直後 ノ血清ニテハ陽

性率 ノ多少低下セル原因ハ血清膠質 ノ分散相 ノ

緊密度等二關係 スルナラント思惟 ス｡這 般 ノ理

由ノ・何 レニセヨ實際二於 テハ被検血清バカロ熱非

働後一夜乃至七 日間氷室二貯藏 セルモノヲ使用

スル事適切 ナリ｡

丑脊髄液及肋膜滲出液

脊髄液及肋膜滲出液工於 テハ蟹皿清 ヨリ抗髄微量

攣
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ナルガ故 二血清 ヨ リモ梢 ヒ大量 二使用 スル ヲ適

當 ト認 ム｡

皿補 艦

海狸 ノ探血 ノ間隔 ハ紗 ク トモニ週 間以上 ヲ縄過

セシムル テ可 トス、補罷 ハ當 日新鮮 ナルモ ノヨ

リ約2・Opcヅ ・探血使用 ス｡妊 娠海狸 ノ血清ハ使

用 ネベカラズ故 二牡牝 ノ雑居ハ避 クル ヲ要 ス｡

IV溶 血 素量

溶血素使用 量二就 テハ重湯煎15分 後 ノ「ヘ モリ

ヂ ン』贋 ノ3倍 ヲ探 リタルモ實験 ノ結果 「ヘモ リ

ヂ ン」ノ使 用量ハ5倍 乃 至3倍 ニテ モ結果 二於

テ絵 リ攣化 ヲ認 メズ、「ヘ モリヂ ン」慣 ノ高度 ナ

ル モノaノ ・其 ノ5倍 量 ラ取 ルガ便利 ナ リ
、｡

v乾 燥菌吸牧き二就テ・

吸牧元ハニ豫メ滅菌乾燥小試験管二最大完全溶血

量 ノ10倍 乃至20倍 位二該當 スル量ヲ・容 レ乾燥'

器中二貯藏 へ 特二注意 スベキノ・乾燥 テ充分ニ

ナラシムル事ナ リ｡硫 酸 及 ビ盤化「カルシュー

ムJ乾 燥器二於テノ・注意ガ必要ニ シテ菖 クナリ

タルテ使用セザル事ナリ｡出 束得 レバ電氣乃至

蒸氣乾燥器テ使用スルラ可 トス｡余 ノ・吸牧元 ノ

自家掴制二就 テ其 ノ自家抑制 ノ起 ラザル溶血最

大極度ヲ見出スベク實験ラ行ヒタルニ吸坂元 ノ

製出時 ノ相異使用 セル補禮 ノ溶血系二封 スル

「アビヂテー ト」ノ相異或ノ・S!T.菌株(鴻上博士

所藏)五 株 二就テノ相異二依 テ多少 ノ動揺 ヲ認

メタルモ大禮 二於 テ最大溶血量ノ・余 ノ術式二從

ヘバ0.1:-O .5mgノ 間ニァリ｡故二～苺回自家挿

制 ラ験 シタル上ニテ使用 スルガ常法ナルモ斯カ

ルコ トラ行ハザルモ封照 ト本試験管 ノ溶血阻止

ノ程度テ比較 セバ判定二苦 シムガ如キコトナカ

ル可 シ｡使 用吸牧元 ノ量ハ必ズ シモ最大完全溶

血量 ノ半量 トセザルモ夫 レヨリ稚R過 量ナルモ

小量ナルモ陽性比較二於テハ相異テ懇 スガ如キ

事ナシ｡即チ本吸牧元 ノ使用量 ノ幅員ノ・(使用ユ

堪へ得ル抗元能働力 ノ範園)相 當廣 キ事 ラ認 メ

タリ｡但 シ使用吸牧元量絵 リ過量デル揚合ハ菌

「エムルヂオン」封照管二於テ溶血阻止テ呈 スル

ニ至ルモ斯カル揚合ハ本試験管 ト封照管 ノ溶血

■

阻止 ノ程度ヲ比較控除 スル事ニ ヨツテ充分結果

ノ判定ラ途ゲ得 ラル ・モ ノナリ｡但 シ封照管 ノ

溶血阻止ノ程度 ガ第一試験管以上ヲ越ユルガ如

キ菌量 テ使用 スルコトハ不都合 ナルコト勿論 ナ

リ｡原 液即チ第一本試験管ノ・乾燥菌 ノ乳剤 ノ比

較的濃厚ナルモノナルガ故二完全溶血 ヲナスモ

振盈セル場合ニノ・多少溺濁 シー見 スレバ完全溶

血力否カテ疑ノ・シキモノアルモ乾燥菌 ガ沈下 ス
ぎ

ルコ トニ ヨ リ充分此 ノ鑑 別 ラ+シ 得 ベ シ｡嘗 テ

鴻上氏等(結 核第14巻 第1號)ノ ・氏等 ノS.T.菌.

乾 燥粉末 ハ徽毒性抗禮 ヲ僅微 ニモ吸牧 セザル モ

ノナル コ トヲ認 メ、本乾燥 菌 テ使 用 シテ徽毒 ト

結合 ノ重感染 ノ有無 テ血清學 的二完成 セラ レタ

ル ガ此 ノ際S.T｡菌 ノ乾濾 ノ程度 如何 ニ ヨリ次

第 二S｡T.菌 力徽毒抗艦 ラ モ吸牧 セ シムルニ到 ル

モ ノナル事 ヲ實験 セラレタ リ｡余 ノ、本實験 二際

シデ更 ニ當面 ノ重要 ナル要項 トシテS｡T.菌 粉 末

ト徽毒及結核抗禮 トノ關係 二就 イテ仔細 ナルレ實

瞼 テ重 ネ タル結果次 ノ如 キ結論 二到達 シタ リ.

(1)乾 熱90℃ ～120℃ 二於 テ完全 二乾燥粉末 ト

ナ セルS・T・ 菌ハ 徽毒性抗盤 ラ囁氏37℃ 重湯

煎45分 ～2時 間ニ テノ・僅微 ニ モ吸牧 セラ レズ、

亦37℃ 重湯煎貯藏2時 間 後 一書夜 氷室 ニ置 ク

モ依然 トシテ吸牧 セラル ・コ トナ シ｡

(2)S・T・ 菌乾燥粉末 テ生理的食鞭水 ニ テ「ヱ ム

ル ヂオ ン」5ナ シタルモ ノテ1黒熱100℃=1時

間 加熱 シタルモ ♂ノ・徽毒 性抗禮 テ多少吸牧 スル

ニ到 ル
｡斯 カルモ!テ 室温 二貯藏 シテ時々漁熱

100℃ 二加温 スル時 ノ・盆 気徽毒 性抗盤 テ吸牧 ス

ル牲能 ヲ檜強 スルニ至 ル｡

(3)「 グ リセ リン、 ブイち ン」培養S.T.菌 テ漁熱

100℃1時 間加熱死滅 セ シメ タルモ ノモ大 小 二

拘 ラズ徽毒性抗罷 テ吸牧 ス｡

(4)完 全 二乾燥 セ シメタルS.T.菌 粉 末 ラ開放

セル容器二移 シ室温 二長期 間放 置 セシムル時 ハ

次第 二徽毒姓抗艦 ラ吸牧 スル姓能 ラ増大 シ來 ル

特 二{熱潤 ナル氣候 ノ際ニノ・甚 シ｡亀

(5)S・T・ 菌 ヲ乾熱100℃ 二於 テ スルモ或 ノ・之

ヲ180｡C二 上 昇 セシメテ乾燥 セシムルモ結核性
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抗艦 轟封 スル吸牧能 力二於 テハ殆 ンド差異 テ認

メズ

(6}結 核 抗龍 ノミヨリ観 レバ其 ノ能 力ハ乾燥粉

末 ヨリモ長期 滋潤 ナル欺態 二保 存 セルモ ノ ・方

ハ強大 ナ リ.

〈7>S.T.薦 乾燥 粉末 ニ ヨリテ結核抗器 テ吸牧

スル場合 二37｡Cノ 重 湯煎 内二於 テ30分 聞行 フ

モ2時 間行 フモ此 ノ間 二於 テ大 ナル差異 ラ認 メ

ズK帥 チS｡T.菌 乾 燥粉末 ハ 比較的短時間 内二

第二章

迅速 二結核抗艦 ラ吸牧 スルモノナリ.

以上行ヘル實験的結果ヲ基調 トシテ余 ノ本補龍

結合反癒二封 スル術式法ラ樹立考案 セルモノニ

シテ且ツ完全二乾燥 セラレタルSぼ.菌 粉末ガ結

核抗寵ニ ノミ作用 シテ徽番抗艦 ラ吸牧 セザル事

實ハ鴻上氏等 ノ唱 フルレガ如ク緊乾燥粉末菌ニァ

リテハ其 ノ細菌 ノ附著籏 ガ徽毒抗艦 ノ受納艘 ノ

細菌附著籏二封 シテ親和力或ハ結合力 ガ極 メテ

薄弱乃至皆無ナル歌態ニアルモノ即チinaktiv

ノ昇犬態ニアルモノト認 ムベキナリト思惟ス｡

實 駿成 績

第一節S,T｡菌 乾燥粉末 ニヨノレ結核補禮結合反癒 ノ成績

=被検血清ハ東京布i療養所患者 及 ビ職員(看護婦

ヲ含 ム♪ラ主 トシ徽毒血清二於テノ・顯微鏡院徽

毒強陽性血清 ノミラ綿密ナル注意 ノ下二實験ラ

行 ヒタルニ次 ノ如キ結果テ示 セリ｡

第3表 東京市療養所患者成績

彊 陽 性(柵)1110例 35%
286例

91.1%

と
中等陽性(什)1123例 39.2%

弱 陽 性(十)ド53例i16.9% i

陰 性(一)128例}8.9%1一一

総 計1314例
{「

結核患者314例 二就テ結核補儒結合性抗盟吸牧

實験 テ行 ヒ探 究 セルニ強陽 性(帯)110例 中等陽

性(朴)123例 弱 陽性(十)53例 陰 姓(一)28例 ニ

シテ以上陽性反慮 ヲ呈 スルモ ノ,286例 其 ノ陽

性率 ノ・91.1%ニ シ テ陰性反癒 ヲ呈 セル モ ノ28

例、陰性率 ノ・僅 力8.9%二 過 ギズ.陰 牲反慮 ヲ呈

セル患者 ノ臨 休的所見 テ詳細 二観察 セルニ 「レ

ン トゲ ン」ニ テ病竈 明 カナ ラザル者大 孚 ラ占 ム.

特 二斯 クノ如 キ例 二於 テハ十分細密 ナル観察 ノ

必要 ヲ感 ジ亦職員 ニ シテ陽性反癒 テ呈 セル者ニ

テモ同様 ニ シテ以下次節 二順次述 ペ ントス｡

第二節 臨 沐的所見 ト本反癒 トノ關係 二就 テ

臨鉢的種々 ナル方面 ヨリ観察 セ ントシ、開放性 血 トノ關係 二就 テ見 タリ｡

結核 ノ有無熱 型 トノ閣係、安艀度 トノ關係、喀(1>開 放 性 ト非開放性 トノ關係＼'第4表

、K .K.R陽 性 度

菌 ノ有 無

柵 粁

　

十 一 陽 性 陰 性

開 放 性 65 64 21 2 15098.796}21.3%
　

非 開 放 ノ性 45 59 32 26 13684g～ ∫12616%

開放性結核150例 ノ・本反慮陽性 ニ シテ其 ノ陽性

率 ハ98.7%、2例 ノ・本反慮陰性 ナル モ此 レノ・重

症 患者死亡 ノ直前 ノ者 ナ リ｡故 二開放性結核 ニ

シテ本反癒陰性 ナルモ ノ、2例 テ除去 セバ全部

陽性 ナ リ｡非 開放性 ニ シテ陽 匪反癒 ラ呈 セル者

136例 〈84%〉陰 ・性反慮 テ呈 セル1者26{列(16%)ナ

リ｡帥 チ開放性 ノ者 ハ本反慮陽性者多藪 ナ リ.

(2)鯉 ト ノ開{系

艦温37)以 上 二上昇 セル者 ラ有熱 者 トシ観察 セ

ル モ有熱 者172例(96・6%)本 反慮 陽性ニ シテ6

例(3.3%)ハ 陰 性反慮 ヲ呈 セ リ、 無熱 者114例

(83.8%)陽 性 反慮ニ シテ22例(16.2%)ノ ・反慮陰

性 ナ リ、

以上 ヨリ観察 セルニ有熱 者 二本反慮陽性者多撒

ナ リ｡

(3♪ 安 静度 トノ關係
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第5表 本反慮 ト熟型 トノ關係
岬 篭

＼ 晦KKR陽 性度

塾 蚕＼ 一
惜 赫 十 繭開騨縣

芦
陽 性 擁 性

_一 脚研 一

納 マデi銘 47 29 22 11483.8%
〆

2216.2%

37ゆ～37｡9マ デ50

1ノ

54 20
弧2

17296.6% 63.3%
38｡以 上22 22 4 4

東京市療養所患者 ハ安静度 ヲ五 ツニ別 チ日常療

養 セ シメツ ・アリ｡ホ ・"熱型 二重 キテ置 キ決定

セル タメ熱 型 トー一致 セル観 アルモ之 ノニ關係 テ

第6表 本反慮 ト安静度 トノ關係

観察 セリ｡安 静度二於 テハ強陽性反慮ヲ呈スル

者二第一安静 ノ者多撒ユシテ他二著明 ノ關係テ

認メズ｡

KR陽 性＼ ＼罫
～＼ 度

安艀度 ∴ ＼
惜 十}、

1

十 一 総 計

第 一 安 静 39i28 313
11 蓮36例第 二 安 静 10i22 3

第 三 安 静 23{30 旨 24481例i

第 四 安 静 27 27 14 ・12 80例
▼

第 五 安 静 11i 16 山 9 8 棚
総 計 110例!123例53例 28例}314働

」

第一安静～患者う「ペヅ)」二絶i封安静

第二安静～患者ハ「ベット」二起殊 ノミ

第三安静～患者ノ、「ベヅト」ヨリ便所マデ歩行

程度

第四安静～患者 バー定 ノ室内散歩

第五安静～患者ノ・室外散歩自由

(4)喀 血 ト本反慮 トノ關係

喀血 ニ アリテハ本反慮 陽性 者137例(95.8%)ニ

シテ陰性者6例(4、2%)ナ リ喀血 ナキ モ ノ ニテ

第7表 本反慮 ト喀血 トノ關係

陽性反慮 ラ呈 スルモ ノ149例(87｡1%)陰 性 者22

例(12.9%)ニ シテ喀血 アル者二陽性傘 多撒 ナル

モ著 シキ差異 テ認 メズ｡、

'K .KR陽 性度

喀血 ノ有無

{
柵

∵ 一 陽 醜 性、
有 蕊 49 24

陽
13795.896{642%

無 46 74 卜29 14987.1%i2212.996

〈5)榮養黙態 ト(合併症 トシテ腸結核喉頭結核

テ有スルモノ〉トノ關係

榮養獣態 ト本反慮 トニ何 ラカル關係 ラ有スルヤ

}ノ 考ヘノ下二特 ニ皮膚光澤、弾力性 ラ観察 シ、

第8表

良、可、不可二大別 シ探究 シ同時二腸結核 ノ有
く

熱喉頭結核 二就 テ見 タルニ可、不可 ニノ・本反慮

陽性者多敷 ナ リ｡此 レニ就 テノ、外観 上 ノミナ レ

バー定 ノ關係 ラ認 メザルモ、

本反慮 レ榮養状態 トノ銅 係

K.K｡R陽 性 度
、

榮養駿態
惜
考

朴 十 一i陽 牲

良 31 18 12 1416181・3%

可 26 54 24 6{10494・5%

不 可 53 51 17' 、8112193.8%

陰 性

4418.7%

65｡5%

86.2%

第9表 本反癒 ト腸結核 喉頭結核有無 トノ關係

転 ＼

＼-KKR陽 性度
腸'、 一 一_喉頭
結核ノ有無 ＼

惜 什 十

有 31%
一

41%12%

無 79% 82%41%
4
鴻

性

　%…輔

旦

4
「
ー

…ー
ー
ー
一

性

勇3防

陽

碗

20289.4% 2410｡6%
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外 観上、腸 、喉 頭結核 ノ有無 ヨリ観 ルニ合併症

テ有 スル者 ・xテ本反慮 陽牲者84例(95.5%)有 セ

ザル者202例(89、4%)ニ シテ合併 症 テ有 スル者

ノ陽性率95.5%ニ テ著 明ナル差異 ヲ示 サザルモ

合併症 ヲ有 スル者 二陽性卒大 ナ リ｡

第三節 赤血球沈降速度 トノ關係 二就 テ

赤血球沈降速度 ノー時間 値ヲO-5粍 ヨリ細 カ

ニ分チ本反慮 トヲ観察セルニ患者 二於テモ正常

値示 セル者34例 アリテ本反慮 トハ何等意義 アル

關係ヲ認 メ得ズ、然 シー般 二陽性反慮 テ呈 スル

第10表

書

者 ハ51粍 以上二達 スル者 二多撒 テ占 ム｡51粍

以 上 二達 スル者 ニ テハ114例 中 重症患者2例 テ

除外 セバ残餓 ノモ ノノ、悉 ク陽性 ヲ示 シタリ｡
声

赤血球沈降速度 ト本反磨 トノ關係
㌦＼
.赤 沈1時 間値㌔ ㍉

KKR陽 蔽 ＼ ＼
0-5粍 6-10粍 11-20粍 21-50粍 5r100粍

100粍1
計

以上}

榊 6 8 15 31 37 13日10例

赫 15 6 17 37 33 15123例

十 6 9 10 14 12 253例

一 7 4 5 10 0 228例

計 34例 27例 47例 92例 82例 32例i3、4例

第 四節 「レ ン トゲ ン」像(病 型 病竈 廣 サ)ト ノ關係

「レ ントグ ン」像 二於 テノ・滲 出型｡混 合型 鰺 硬 硬結型 二分別 シ他方面 ヨリ病竈 ノ廣 サ テ6/6二分

型、滲増型、増滲型、増硬 型、硬檜型)増 殖型、 チ纏 教248例 二就 テ詳細 二観察 セルニ滲出型 二

第11表 「レントゲン」像 ト本反鷹 トノ關係(A)
聖r二一華「

＼
K療 赴＼ ㌦
陽性度 ㌔

柵
一 一

粁

十

一

陽 性
陰 性

型

.
＼

滲出型

3

(6

=
-

X
U

混 合 型

釧㌦㌔欄㌦
9
陶

向了

qδ

AU

1・・

7

÷

9
釦

0
0

1

1

4
躍

0

0

0

-

丑

0

【0

増殖型

7

10

4

淵
鋤

骨

結

咳

多

厳

石
茨
沈
著

張
標
陰
影

氣
管
枝
腫

暗

影

肺

尖

部

著横
隔
膜
癒

腺
腫
脹

肺
門
淋
巴

型結硬

-

』｡

一｡

一｡

｡

一｡

一-

一｡

｡

「｡

一-

一｡

｡

一｡

一-

一｡

｡

一-

「-

[｡

-

一｡

一-

「｡

47

59

14

8

病
竈
不
明
一1

ユ

計

89例

97例

2134例

1528例

7100%5896.7%2187・5%112093｡7%2i2}111111}61220例

023.3%1312.5%186.3%OIOiOOiOO1528例

於 テノ・陽性率100%混 合型96.7%増 殖型87・5

%硬 結型93.7%ニ シテ滲出型陽性率ノ・100%テ

示 シ、混合型、硬結型、増殖型 ノ順 二陽牲卒ノ・

低下 ス｡次 二病竈明 ラカナラズ或ハ病竈僅微ナ

ル者ち就テ探究セバ入院患者中21例 中陽性反慮

ヲ呈 シ病竈不明ナル者6例 ニシテ他15例 ノ・陰性

反慮 ヲ呈セル｡強 陽性反慮 ヲ示セル1例 ハ病竈

不明ナルモ肋膜癒著 ラシキ陰影ヲ認メ微熱 アリ

テ赤血球沈降速度1時 間値52粍'… シテ臨躰的

第12表 病竃 ノ庚サ ト本反庶 トノ開係

病竈 ノ

盆 ＼ 廣サ砿烈
R陽 性度
一 一 一

柵i25
】

.___L_」___

;

4ん3ん
「

15120

£/嚇 ユ/6

一

7 19

什 18 1224 16 23

十 3 9 1 2 11

一 昭 3 q 1 1 8

陽 性i4636 45 25 53

陰 性{3,0 1 1 8



第7號 】 川上=血 清内抗髄 ヲ吸敢後其感作抗元ニヨル結核補鯉結合反磨二筋テ 翫

モ多少結核 ノ疑 ピアリ。中等陽性2例 ハ微熱 ア 病竃 ノ廣サヨリ観 ル二大艦廣サニ準行 シ陽性反

リ。弱陽性2例 ハ臨休的慶化ヲ認 メズ。 慮モ強度 ノ者二多キデ認メタリa
●

第五節 肋膜炎滲出液拉二脊髄液ノ成績

肋膜炎 滲出液 二就 テハ 例数少 ナキモ12例 中10

例 陽 性反慮 テ呈 シ2例 陰性反慮 テ示 セ リ。陽性

反応10例 中4例 ノ・中等陽性(什 〉他6例 ノ・弱 陽性

(十)ヲ 示 セ リ。脊髄液 二於 テノ・6例 本皮慮 ヲ行

ヒタル._..全部 陰性 ヲ呈 シ其 ノ内1例 ノ・脊髄液 中

二結核菌 ヲ讃 明結核性磯膜炎 ト確定 セヲ レタル

モ ノニシテ他 ハ頭痛等 ノ自費症歌 テ有 セル者 ナ

リ。 脊髄液 二陽性反慮 テ示 セサ ・"ルノ、抗{覆量 ノ

微量 ナル爲 メカ トモ思 惟 セラル。

第六節 肺結核以外 ノ疾患 二就 テ

肺結核以外 ノ疾患13例 テ得、其 ノ結果ヲ観察 セ

ルニ全部陰性反慮ヲ呈 シ之 ヨリ見ルモ非特異性

反応ラ示サ ・"ルモノナル事ヲ認 メ得 タリ。特二

徽毒強陽性血清二就 テハ興味アル結果 ヲ得 タル

三碧リ第七節二詳細二述記 セン。

第13表 結核以外 ノ疾患

急 性肺 炎 3例

慢性気管枝炎 1例

肺 魚 腫 ・ 1例

肺 癌 腫 3例

荒中輕 衰 弱 1例

心臓 疾 患 1例
頓

脚 氣 3例

計13例

清

ハ

膜

入

日

テ

患

ナ

血

例

肋

二

5

剖

ノ

権

殿

1

性

下

後

解

之

陰

b
漁

ノ

院

亡

。
慮

癌

得

二

断

人

死

リ

反

肺

ヲ

所

詮

、
テ

タ

本

内

例

養

ノ

シ

ニ

ヒ

バ

其

3

残

炎

院

目

行

者

ル爲 メ注意 ノ下 二直 チニ「ヅベル クリ ン」皮 内反

応 テ(2000倍)セ ルニ陰 性(48時 間 後)次 二1CO倍

ヲ使 用 セル モ24時 間 ナ ラザルニ死亡 ノ爲 メ不 明

ナ リ。

1例 一36歳 ♂

祖父、狭心症ニテ死亡、瓢母健在、父母健在、〆兄弟ξ

健康患者本饗病身外二 常二健康ニシテ大酒ナ レド煙
モ

草 ノ・ノマ ズ ト、

饗 病 ～ 昭 和12年3月 頃 全 身 倦 怠 、突 然 呼 吸 困難 ア リ屠

師 ニ ヨ リ左 側 温 性 肋 膜 炎 ノ診 断 ヲ 下 サル ト。 同年8

月及 ビ9月 と喀 血 ア リ熱 登39。 ア リ ト、 昭 和12年10・

月25日 當 所 二入 院 ス 。 入 院2,3日 前 ヨ リ腹 部 以 下 麻

癖 が來 り排 尿 、 便、 止 マ 、,、駿 熱37。2分 、2,3日 二

'/テ 手 掌 ノ麻 痺 感 ヲ訴 へ30日 二死 亡 ス。

「レ ン トゲ ン」像～ 肺左 側 下 葉 陰 影 ヲ認 ム ノ ミ他 二憂

化 ヲ認 メ ズ.

解 剖所 見 ～左 側 肺 下 葉 二 手掌 大 ノ癌 腫 ヲ認 メ タ リ.

他 所 見～ 赤 血球 沈 降速 度1時 間値 、137粍 。 尿 、蛋 白-.

糖 、 陰 性 、 ヂ アツ オ反 感陰 性 、「ワ」氏 反 懸 マ イニ ッケ

掴 濁(M.T.R)陰 性 ヲ呈 セ リ.

第七節 徽毒血清二就テ

補麗結 合反応 ノ結核以外 ノ疾患 二封 シ從來血清

學上 階 ミノー ツナル八徳毒血清 二封 スル非特異

的陽性反慮 ヲ呈 スルモ ノナル事ノ、周知 ノコ トニ

シテ試t諸 家業績 ヲ暴 レバSehok,鴻 上氏等

俵氏にo}ハ100%、 廣 田氏(1幻96.4%、Rofihowitsch

84%tBouvier76%、SellersuRamsbotton

42%、:Fried34a,RieuxuBass,Bezauson

uBergeron30%、Massias16%ノ 陽 性卒 ヲ報

ズ。

徽毒 及 ビ癩血清 晶封 シテ結核補艘結合反慮 が陽

可

ル
錯

元

暦

使

場

反

ナ

咳

フ

セ
交

抗

テ

來

ル

ニ
能

ヨ

唱

顯

麟

灘

摩

飛

切
購

和

知

壁
壕

嚇
臆
説
椴
膨
バ
醐

的

杭

種

ナ

牲

り

操

二

殆

乾

異

二

一

秀

陽

タ

ト

元

ハ

菌

浦
里
懇

聯
〃
概
蹴
庫
黒

ル

等

メ

シ

的

セ

姓

核

得

S

タ

之

爲

二

囑

調

溶

結

ヲ

ニ

然

テ

ガ

キ

類

強

水

ル

ノ

ル

紬
脚
シ

ル

可

ル

ハ

キ

ナ

モ

然

ハ

ズ

ス

ム

ス

等

和

良

キ

。

ル

ラ

存

勃融
桝封

氏

.ガ

優

如

ス

ス

非

ノ

ト

呈

上

・

ハ

が

惟

用

二

分

確
聞
毒

鴻

ル

チ

ル

愚

作

ノ

成

反

徽

ト

ラ

於

ザ

ト

ニ

モ

ル

性

又

ス

セ

ニ

セ

ゐ畢

牲

キ

或

陽

程

加

用

合

癒

ル



358 川 上=血 清内航騰 ヲ吸牧後其感作抗元二物レ結核補髄結合反慮二就テ 【第20巻

血清 内ノ抜髄 ヲ吸牧 シ、其 ノ感作抗元 ノ乏ヲ使

用シ直チデ補照結合反慮テ貴地 セルニ徽毒論封

スル所謂非特異的陽性反慮ヲ全 ク呈セズ。而 カ

モ結核二封シテ極 メテ優秀ナル結果ヲ示スベキ

甚 ダ興味 アル實験 ヲ得ルニ到 レリ・。合同 ノ實駒

井際 シテハ東京顯微鏡院中本博士 ノ御好意ニヨ

リ分譲 テ手写タル微香血葉音(特二弓墨陽聖主ノミ)112

例 二就 テ實験 ヲ試Zタ ル二次 ノ如 キ結果ヲ得 タ

リo

第14表"

被検血清 ヲS.T。 菌乾燥粉末ニ ヨリ抗禮 ヲ吸牧

セシメ強力遠心沈液3(粉後 ノ上透騨 呵 尊慮

理 ヲ施 サ ・"ル原血清 トニ就 キ、 同時 二「ワ」氏t

抗 原 ヲ使 用 シテ血清0.1ccヨ リ倍激稀繹 二 言リ

テ10本 ノ小試験 管 テ並立 シ、其 ノ前後 テ比較 セ

ル轟両者 二於 テ溶:1血阻止 ノ程度(補 罷結 合度)......,

何等 ノ攣化 テ認 メズ帥 チ1例 ラ示 セバ次表 ノ如

シ0

徽毒血清(S.℃)乾 燥菌粉末ニテ吸牧後血清r原 血清 ト比較(『ワゴ氏抗原使用)

血清稀輝倍数

E

原液 2倍

ll

4倍18倍116倍 32倍}64倍128倍
、}血 清抗元
"レ ー 及溶血素

}樹 照

ドワ3氏

反感

吸収前血清 珊i冊i 冊1柵 柵 冊1+≡ ≡{ミ 一 柵 臨

_吸 敦後血清i柵i柵

…

鼎i冊 珊 珊+≡ ≡i… ミ 一 帯

・即 チ112例 二就 テ1例 モ吸牧後 血清 二於 デ減弱

ラ認 メズ。 明 ラ カニS.T.菌 乾 燥粉 末二因 ツテ

ハ徽毒血満 車 ノ抜髄 チ毫末 モ吸牧 セザル事 テ立

読 シ得 タ リ。

爾 ホ吸 収後 ノ感作抗元 ニ ヨル本反騰(K.K.R)ニ

テ 試験 セルニ結核 補艘 結合反鷹揚性 ヲ示 セルモ

ノ13例 ニ シテ其 ノ内2例 ノ・中等 陽性(什)他11例

ハ弱 陽性(十)ヲ 呈 シタリc此 ノ13例 二就 テ前述

t

第15表

ト同様術式 ニ テ:更r・鴻 上氏寺 ノ液状 抗元r

aYo-tuberculin二 依 り補竸結 合度 ラ比較 ゼル5

吸敬 復 ノ血清 ハ悉 グ補罷 結合度減弱 セルニ ョリ

之等 ノ血清中 二於 テノ、結核抗鴨 テ共存 セルモ ノ

ナル事 テ認 メタリ。即 チ此 ノ13例 二於 テハ徽毒

蛇 ピニ結核 ノ重感染 ヲ有 スルモ ノナ リト思 惟ス

即 チ1例 デ示 セバ1

徽毒血清(S.T)乾 燥菌粉末ニテ吸牧後血清 ト原血清 トノ比較(S,T.抗 元使用)

1麗難 饗 巽 階讐 巨
}蜘 縫

帯

柵

後 歩當療養所__._於テ健 康 ト思 ハル ・者 ニ テ徽毒

陽性反慮 テ呈 セルモ ノ13例 二就 テモ全部結核補

盤 結 合反慮陰性 ナ リ。

.舷二特 二興味 アル1例 ト惟ノ・ル ・モ ノノ・療養所

二肺結核(主 トシテ喉頭結核)ノ 診断 ノ下二入院

セル患者 ニ シテ徽毒 二野 スル「ワ」氏反 慮強陽性

・ニ シテ本底磨i(K・K・R・)モ 陰i性 テ示 シタ リ。 結

局該 患者 ハ血清學 的二肺結核 ナ ラザル事 ヲ讃 明

シ得 タル者 ナ リ0

(1例)一58歳 ♂

祖父、誼母、父母、長命ニシテ老衰死亡ス兄弟親族、

結核無 」4

、既往症、25歳 ノ時性病(淋 疾)ト ナ ルモ2週 間ニテ治

癒 セ リ ト、 他 病 疾 ナ シ ト轟

登 病 。 昭 和11年4月 頃 感 冒 ノ気 味.‾+/r咳 漱 ア リ、熟 蚕

38。rチ リテ 醤 師 ニ ヨ リ病 名告 ラ レ ズ2週 間 ニ テ下 熱

ス トr然vド モ咳 漱 喀疾(少 量)ア リ右 肩 押部 痒 痛 ア リ

昭和12年2月 聲 が嘆 レ'i咽喉 痛 ア リ同 年5月 末 某大 學

病 院 二於 テ喉 頭 結 核 ノ疑 ヒニ ヨ リ當所 昌入 院 メ。

「レ ソ トゲ ゾ」検 査 、病 竃 不 明 、喀疲 中結 核 菌 陰 性、

第16表 徽 毒 血 清 成績

KKR離 劇 例 剃 髪

惜iOl
§

卦 2 1.6%

十 11 8.9%

一1・12(内 ・3例療獅) 89.6% 賑
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赤 血球沈降速度1時 間値107粍

血液所見K｡KR陰 性、「p」氏反鷹強陽性、マイニツケ

掴濁反磨(M・T・R)強陽性(約5分 後潟濁)ヲ 呈セ})e

第 八節

顧 二就テ健康診断 ノ醐 トシテ行 ヒタルレ92例

共 」 ツベル ク リン」皮 内 反慮(2000倍 及 ビ100

倍)陰 性 ナ ル者25例 ヲ似 テ本反慮 テ験 セルニ陰

第17表 東京市療養所職員成績

直チニrサ ルバルサン」及 ビ水銀注射療法ヲ施行

セルニ現 在咽頭痛感減錫 シ良好 トナル｡

東京市療養所職員(看護婦 ヲ含 ム)ノ成績

強 陽 性(帯)a

0例 0%

中等陽性(什) 3例 3.3%

弱 陽 性(十) 14例 15.2%

陰 性(一) 75例 81.5%

」遮 計 92例

性 反慮 テ呈 セル者72例(81.5%)ラ 示 シ｡陽 性卒

ハ18.5%テ 呈 スルモ中等陽性(升)弱 陽性(十)17

例 ハ臨躰 的検 査 ニテ病竈 ヂ有 外ル者及 ヒ凝 ノ、シ

キモノ大半 テ占ム｡「 ツベルク リ ン」皮 内反慮陰

姓者25例 中2例 弱陽性(十)ラ 呈 セ リ｡強 陽性者

1例 モナシ｡

次二療養所春木博士 及ビ寺尾博士 ノ外來 患者

(健康診断)デ 御好意ニヨリ得、116例 二就 テ本

反癒テ行 ヒタルニ

第18表 外來患者(健康診断)成績

睡調
中等陽性10例 ハ全部肺 結核 ヲ有 スル者 ニ シテ弱

陽性中3例 ノ、「レ ントゲ ン」ニ テ病竈 明 ラカナ ラ

ザル者陰性反慮 テ呈 セル モ肋膜癒著 アル者3例

血疲 ラシキモ ノ喀出 セルモノ2例 、肺 中央部、

浸潤 アル者2例 、即 チ7例 ア リ｡

第九飾 看護婦肺結核拉 ニ肋膜炎 トシテ治療中 ノ者 ノ血清
タ 　

本 所勤務 中病竈 テ嚢見、叉ハ嚢病後休養 セル者 ラ呈 シ、2例 陰性(内1例 ノ・血疾 ヲ時 々見 ルモ結

二就 テ検査 セル者8例 アリ｡内6例 ノ・陽性反慮 核 ラtiキ 病竈 ヲ認 メズ)t

第19表 看護婦治療休養中ノ者

姓 周 松・ヒ・脚 ヨol武・ト・脚 フ・i吉・ア・;小・シ・i石・キbl須・シ・
K.K.R

赤血球沈降速度
「レン トグ ソ」ニ

テ 病 竈 ノ有無

十 十 十

39

左下葉
病竈

4

漁性肋
膜 炎

37

右上葉
病竈

25

左上葉
病竈

朴

11

漁性肋
膜炎

12

左肺尖
病竈

22

漏性肋
膜炎

5

血疾アル

睡嚇

第十節 臨鉢的結核患者 二於 ケノレ本反鷹陰性蛇 二日常作業 二從事 セ
ず

ノレ職員 二樹 シテ陽性 反癒 ヲ呈 セノレ者 二就 テノ吟味槍 討

臨躰 的 工結核 ト看倣 サ レテ療 養所 二入院 セル者

ノ内本反癒陰性 ナル血清 ノ、殆 ンド「レントゲ ン」

ニ テ病竈不明叉ハ停止牲者 ニ シテ無熱、非開放

性 ノ者 ナ リ｡其 ノ内4例 ノ・重症 ニ シテ3例 ノ・探

血後 日淺 クシテ、死 ノ機縛 ラ取 リタル者 ナ リ｡

(○印ハ死亡)(第20表 播 入)

前 表 ノ如 ク15例 ハ病竈不明 ニ シテ他9例 ハ停 止

性(病 勢)ニ テ11番 、19番 、24番 ノ・「ワ」氏反磨

強陽 性者 ナ リ｡24番 ノ・肺全艦細 カキ陰影 ア リ結

核 トシテノ・疑 ハ シ、25,26,27,28番 ハ 重症患者

ナ リ｡故 二15例 ノ・確 實 二陰性反慮 テ呈 スルモ疑

ラ絵地 ナ 久 陰 牲反慮 ラ呈 セル他 ノ者ノ・停 止性

(病勢)又 ノ・重症末期 ノ者 ニテ血清 免疫 墨上 ヨリ

謂 ヘバNegativeAnergie即 チ生禮 内二於 ケ



360 川上二血清内抗盤 ヲ吸牧後其感作抗元二宮ル結核補髄結合反慮二就テ 【第20巻

○

○

○

紅
雲
継
墓
瞳

絶ミ

奏

輿
珪

榔
逓
送

繁
密
雲
蟹

撚
o
ご・
器

葵

鎚

葛

震

陶'一1 露

等

自

尊

({

寺 ㊤蝉

癖

馬
～

↓
十

十

1

=

=

=

斡藻

叶

o

o

扁

望

霧

蟹(ガ9眠

蟹 。◎戸9霞

蟹 二 ρ コ ロ

1

1

1

=

=

製題翠

ぬ{¢ 鰹

。燈:㊤ 灘 麹

祠[o酪一
苺

・ゆ
・曙

・塗
・、

お

O
・、

o帽

。。
朝

雲

旨

旨

呼一

挙二

な壱
一

二

{
二

⑦

㏄

}

一{⑳
E

可
E

l叶

{o
:

o

o

面

舵

←

i

割 蟹。。'雲 霞
∫

裳 層='9頃

l

I

l

l

I

l

葺

1

葺

1

!

1

1

1

1

i

l

9

自

◎◎

畠

9

0
,{N

霧

ゆ

曾

㊤

同

寸

9

§

9

9

0め

1

,

1

1

l

I

量

1

1

/

1

1

l

l

聾

1

3

1

=

=

=

設

二

=

含

量

:

=

畿

:

:

・1

:

:

二

=

=

塗

畿

=

要

:,

=・ 、

=

:

=

=

=

:

～=

:i

・1

隷 ゆゆ 園
塊鋒率い峯ミ謎

一¢ 屡

刷}㊤ 鰹

一ゆ1弩

引¢ 屡

撫 刷ゆ 蝉
裡輝蜜謎腰

司⑩ 鰹

d{㊤ 蝉

剛㊤ 駆
梅 塗 蘇

,

=

:

=

:

=

二

=
.

一{叶
一i・
一 遍
一i⑭

震

編

c＼～ ヌ

ー

9

{

…

働 蟹ε'畷

副 蟹9・ ⑩興

堅 雪 ρ特 典

智 騨(識 頃

陰野①'㊤ 興

蟹 σ!め ㎎

剛 蟄¢'り ㎎
E

ぐ。'=:;蟹 ポ ¢ ㎎

9蟹 二'・ な頃

綻 層 。c'。 う!竣

器1網'。 。国

営 ミ'寸 ぼ

聾 巳'雲 霞

蟹 σデ 。う【ζ

1・十

叶

叶

落

窪

雲

鏡 襲 雲'ぐ 興

一

◎礎

卜 く℃ 震 讐雲'ρ 璽眼

¢ 一 ぐ。嵩 讐 ゴ ー 興

1..^ti〈 つ 雲 蟹='㊤=ミ

雪ll約 …隅 燭
。nil 囲 コ 煙 ご 寸蟹

1}1

ト
ごq⑭■

◎◎
¢耀和■

1器1

1ゆ ・

一il

廿
、

二
桑

ユ
ー
・

等

…一

雲
誤

細

一

雲

oう
製

。G
円

襲 ㊤'桝 恥 恥

蟹9'祠 肛ミ 寸1黛 篠 越ヒ曽 翠

螺 彰饗 購

麟 冨 穏 樋 藻{陰

(塞 葉y+r)

終 罫

訟嚥
み耀

こ勲

ルAntigenノ 飽 和.=..因

ル抗艘 ノ消失 力 乃至 所

謂dekompensa鵡ionノ

極 ノ爲 メ抗禮 産出力 ナ

キモ ノ ト認 ム可 キモノ

ナ リ。即 ヲ實験 ノ結核 ヨ

リ縮合 シテ 正鵠 ト惟 ノ・

ルル批判 ヲ下 セ バ 結核

患者 二 於 ケル 陰姓李ハ

僅 カニ精密 ナル 臨肱見

地 ヨリ見 ル モ4.1%ヲ 示

スニ過 ギズ0次 艮 職員

二於 ケル 本反慮 テ吟味

スルニ17例 中14例 ノ弱

陽牲者及 ビ3例 ノ 中等

陽牲者 ヲ認 メ「レ ンFゲ

ン」像 ニ ヨリテ病竈 テ認

メザル者9例 ニ テ他8

例 ノ・病竈 テ 認 メ。 弱陽

}性者 中2を 列ノ、「ツベ'ル・ク

リン」皮 内反癒陰牲 ラ示

セル」者 ナ ㌃

即 チ精 細 ノ結果 病竈 テ

有 セザル モ ノ7例 ニテ此

ノ者 テ除外 セ バ 陽性奉

ノ・10.9%二 減 少 ス。 〈第

21表 描入)余 ハ普通結核 ,

菌 乾燥粉末 テ抗元 トシ

テ抗燈 實験 テ 行 ヒ ツ ・

アル モ菌株 ニ ヨリテ相

當使 用 二適 スル 事 テ認

メタ リc未 ダ實験 例激少

ナキ爲 メ仔細 ナル 研究

實験:ノ結果ノ、追 テ 報告

セン トス
n

園
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第 三章 総 括及 ビ結論

鴻上氏等S.丁 菌乾燥粉末ニヨリ結核補

髄結合性抗禮吸牧實験 ラ施行 セルニ實験

成績次 ノ如シ。

1)被 検肺結核 トシテ 入院セル血清314

例..一.テ強陽姓(帯)110例(35%)申 等陽
f性(十 、123例(39 .2%)錫 陽 牲(+)53例

㌔

1(16.2%〉 陰 性(一)28例(8。9%)テ 示 セ リ。

纏計 陽性卒 ハ91・1%ニ シテ陰姓反X28例

(8.9%)中 臨 躰的所 見ラ 仔細 二 観察 セル

ニ病竈不 明ナル者15例 アリ、故 二實際 二

於 ケル陰 性卒ノ、4。1%ト ナ ル、而 シテ是

等 ノ陰性者 ノ・病勢停 止性及 ビ重 症患者 二

認 メ ラレタリ。 サ セバ眞 二肺 結核 患者 ナ

レバ所謂Positive或 ノ・:NegativeAnu-

ergie二 屡 スル=補盟結 合性抗禮滑失 セル

歌態 ニ アル者 ラ除 ケバ殆 ンド100%陽 性

ラ:示・ス。

2)被 検職 員(看 護婦 サ含 ム)血 清 二於 テ

ハ92例 中強 陽性者 ナ ク、陰性反慮 テ呈

スルモ ノ75例(81.5%)錫 陽 性反慮14例

(14.2%)申 等 陽性3例(3。3%〉 ラ示 シ陽

性 反慮 テ呈 セル者17例 ハ臨 床的検査 ニテ

結核 テ有 スル者及 ビ疑 ノ・シキモ ノナ 鬼
ボ

所謂健康人ユ於 ケ～レ非特異的陽性反癒ノ・

殆 ンド認 メ得ズ。

3)臨 抹的方面 ヨリ観察 セバ開放性結核
が

患者152例 二 就 テ 陽牲卒ノ・98.pラ 示

シr有X178例 ニ シテ陽性率 ノ、96。6.%、

喀 血 ト關係.一於 テハ喀血 ラ有 スル者143

例 ニ テ陽 性率95、8%ラ 示 ス。

4)赤 血球 沈降速度 二於 テハ ー定 ノ關係

ラ示 サ"レ ドモ51粍 以 上 ノ者 二陽性者多

歎 ナ リ。

5)合 併症 テ有 スル者 二於 テハ(腸 、喉頭

縞核)陽 性率高言,

(6)「 レ ン トゲ ン」像 二於 テ陽性反慮 ニ シ

・テ硬結型 ノ者120例(93 .7%〉 混 合型58例
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(96R%>ig殖 型21例(87.5%)滲 出型7例(100

%)ユ シテ滲出型 ノ者出陽性傘大 ナリ｡

病竈 ノ廣サニ於テノ・廣iサニ陽牲撒ノ・平行 ス｡

7)肺 結核以外 ノ疾患ハ13例 ニシテ悉 ク陰性反

慮 テ呈 シ、本反癒ハ明ラカエ非特異性反慮 テ呈

セザル事 テ如實二確誇 スル所以ナ リト思惟ス、

8)結 核牲肋膜炎12例 中2例 ノ、陰性肺結核患者

脊髄液6例 …就テノ、全部陰性 テ示 セリ.

9)徽 毒反慮彊陽姓者125例 二於 テ中等陽性2

例、弱陽性11例 ニシテ陰牲者112例(89.6%)ナ

リ徽毒血清内二存 スル「ワ」氏抗元二封 スル抗罷

ハS.T.菌 乾燥粉末二依 テハ毫末モ吸牧 セラレ

ズ故二本吸牧元ラ使用シ本術式二依ル結核補罷

結合反慮二於テハ徽毒二封 スル非特異的交錯陽

性反癒 テ全然示 サズ「ワ」氏反慮強陽牲者中二現

ハ レタル10.5%ノ 陽性傘二屡 スルモノノ・悉ク徽

毒 ト結核 トノ重合感染ニアルモノナルコトヲ立

鐙 シ得 タリ｡

10)鴻 上氏等S.T.菌 乾燥粉末ノ・結核性抗禮 ラ

十分吸牧 シ結核補麗結合反慮 ノ抗元 トシテ優越

ニ シテ非特異性反慮 ヲ有セザルノミナラズ結核
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